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童謡賛歌③

いい旅、二人旅、心の旅 現代版「西国巡礼の旅」

十八番札所
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●選者・黒田 杏子／田谷鋭

かかゆゆみみ予予防防ににひひとと工工夫夫「「皮皮膚膚掻掻痒痒症症」」古川 玄教

病をふせぐ

2002年・春夏号
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磨
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も
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表紙イラスト■野田市在住のイラストレーター・本橋 尚徳

さんが童謡「ぞうさん」をイメージして描いたCG作品。本

橋さんは野田出身の作曲家・山中直治の童謡の世界をＣＧで

表現し注目を集めています。2000年、絵本『ようこそ歌の

童画館』（新科学出版社)発刊。個展はじめ各種展覧会へ出品、

ポスターやタウン誌の表紙イラストなども手がけています。

東京都台東区 おおいいししいい時時間間

富里市誕生、県民の森、全国棚田サミットほか

生涯現役 伴流 幸夫さん

●指導／千葉伝統郷土料理研究会　間山 美佐子

92
歳
の
今
な
お
旺
盛
な
創
作
活
動
を
続
け
て
い
る
詩

人
の
ま
ど
み
ち
お
氏
が
、
昭
和
26
年
、
雑
誌
編
集
者
時

代
に
即
興
で
作
っ
た
と
い
う
ご
く
短
い
詞
で
す
。
の
ん

び
り
と
し
た
象
の
動
作
を
連
想
さ
せ
る
曲
調
は
今
も
親

し
ま
れ
て
い
る
こ
の
歌
の
大
き
な
魅
力
。
作
曲
は
昨
年

亡
く
な
っ
た
作
曲
家
の
團
伊
玖
磨
氏
で
、
童
謡
の
世
界

で
も
多
く
の
秀
作
を
残
し
ま
し
た
。
歌
が
生
ま
れ
た
の

は
、
ち
ょ
う
ど
イ
ン
ド
の
ネ
ー
ル
首
相
か
ら
贈
ら
れ
た

イ
ン
デ
ィ
ラ
が
上
野
動
物
園
に
お
目
見
え
し
た
頃
で
、

象
舎
前
で
の
初
演
奏
に
は
児
童
合
唱
団
も
参
加
し
ま
し

た
。
太
平
洋
戦
争
中
、
動
物
園
の
隣
の
東
京
音
楽
学
校

(

現
・
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部)

に
通
っ
て
い
た
團
氏

に
と
っ
て
、
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
動
物
た
ち
の
記
憶

が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
子

ど
も
の
明
る
い
笑
い
声
が
戻
っ
て
き
た
動
物
園
は
平
和

な
時
代
の
象
徴
と
な
り
ま
し
た
。

開
園
１
２
０
周
年
を
迎
え
た
上
野
動
物
園
で
は
オ
ス

１
頭
、
メ
ス
３
頭
の
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ま
ど
氏
の
故
郷
で
あ
る
山
口
県
徳
山
市
の

市
立
動
物
園
前
に
「
ぞ
う
さ
ん
」
の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。
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■旧東京音楽学校奏楽堂（国指定重要文化財）
明治23年に建てられた日本初の洋式音楽ホール。
木造2階建てで、日本最古のパイプオルガンがあ
ります。年間130回程度の演奏会が開かれます。
交　通／ＪＲ上野駅から徒歩約10分
開　館／日・火・木曜日、ホール等使用のない日
入館料／一般300円、小・中学生100円
定期コンサート／日曜日、第3木曜日
03-3824-1988

■上野公園総合案内所 03-5685-1181
4月中旬～5月上旬 上野ぼたんまつり
5月25、26日 五條天神大祭
6月1日～7日 さつきフェスティバル
7月17日～8月上旬 上野夏まつり

約1100本の桜が咲き揃う上野公園。張り出した枝は淡いピンクのトンネル
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先
輩
に
混
じ
っ
て
愛
ら
し
い
し
ぐ
さ
の
ス
ー
リ
ヤ
（
中
央
）





創
建
は
用
明
天
皇
２
年
（
５

８
７
）。四
天
王
寺
建
立
の
た
め

の
用
材
を
求
め
て
い
た
聖
徳
太

子
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
涌
き
出

る
泉
で
身
を
清
め
よ
う
と
、
脱

い
だ
衣
服
と
念
持
仏
を
木
の
枝

に
か
け
て
沐
浴
し
た
と
こ
ろ
、

念
持
仏
が
木
の
枝
か
ら
離
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
夜
、
夢
の
お
告
げ
が
あ
り
、

太
子
は
こ
こ
に
六
角
堂
を
建
て

■
革
聖

か
わ
ひ
じ
り

の
お
堂

六
角
通
を
寺
町
通
ま
で
出
て
北
上
す
る
と
、
丸

太
町
通
の
一
筋
手
前
に
あ
り
ま
す
。
創
建
時
は
一

条
小
川
に
あ
り
、
そ
の
後
戦
乱
や
火
災
で
た
び
た

び
場
所
を
移
り
、
現
在
地
に
移
っ
た
の
は
天
正
年

間
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
堂
は
文
化
13

一夜にして移動したという伝説を持つ六角堂の鐘楼
は、六角通を隔てた場所にポツンと建っています。
移動は事実かも？

本堂前の縁結びのしだれ柳。おみくじ

を結ぶと願いがかなうといわれます

て
、
そ
の
仏
像
、
如に

ょ

意い

輪り
ん

観
音
像

か
ん
の
ん
ぞ
う

を
安
置
し
た
の
が
始
ま

り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
子
の
お
教
え
に
よ
り
仏
前
に
花
を
供
え
た
こ

と
が
「
華
道
」
の
始
ま
り
と
さ
れ
、
子
孫
に
受
け
継
が
れ

て
華
道
家
元
・
池
坊

い
け
の
ぼ
うと

な
り
ま
し
た
。
太
子
沐
浴
の
泉
の

傍
ら
に
坊
舎
を
建
て
た
と
こ
ろ
か
ら
池
坊
と
名
づ
け
ら
れ
、

こ
の
寺
の
住
職
は
代
々
池
坊
の
家
元
が
務
め
て
い
ま
す
。

■
名
物
・
へ
そ
石

境
内
に
あ
る
「
へ
そ
石
」
に
は
、
こ
ん
な
話
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
平
安
京
造
営
の
際
に
地
割
を
し
た
と
こ
ろ
、

六
角
堂
が
都
の
東
西
を
結
ぶ
道
路
に
あ
た
る
場
所
に
建
っ

て
い
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
建
立
の
お
寺
で
す
。
ど
う
し
た

も
の
か
と
観
音
様
に
お
伺
い
を
た
て
る
と
、
一
夜
の
う
ち

に
堂
が
北
へ
15
m
も
移
動
し
、
六
角
通
造
営
が
な
っ
た
と

い
う
話
で
す
。
後
に
残
っ
た
へ
そ
石
は
、
明
治
初
期
ま
で

道
路
の
真
中
に
あ
り
、
そ
の
後
境
内
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
六
角
堂
は
幕
末
の
戦
乱
で
焼
失
し
た
後
、
明
治
８

年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
京
都
の
中
心
に
あ
る
華
道
発
祥
の
地

本
堂
が
宝
形
造

ほ
う
ぎ
ょ
う
づ
くり

の
六
角
形
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
六
角
堂
の
通
称
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
都

市
街
を
東
西
・
南
北
に
走
る
地
下
鉄
の
交
わ
る
烏

か
ら
す

丸ま

御お

池い
け

駅
か
ら
四
条
通
に
向
か
う
と
、
ち
ょ
う
ど

そ
の
中
間
付
近
に
位
置
し
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

が
立
ち
並
ぶ
烏
丸
通
か
ら
東
に
入
る
と
、
左
手
が
六
角
堂

で
す
。
境
内
に
は
香
が
立
ち
上
り
、
鳩
が
羽
を
休
ま
せ
て

い
ま
す
。

千
鳥
破
風
の
屋
根
を
重
ね
た
本
瓦
葺
き
入
母
屋
造
り
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出
家
し
た
の
ち
、
行
円
上
人
は
暑
さ
寒
さ
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
と
き
の
鹿
皮
を
衣
に
し
た
も
の
を
身
に
ま
と
い
、

首
に
は
観
音
像
を
か
け
る
と
い
う
姿
で
、
千せ

ん

手て

陀だ

羅ら

尼に

を

読
誦

と
く
し
ょ
うし

な
が
ら
京
の
町
中
を
布
教
し
て
歩
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
た
め
行
円
上
人
は
皮
の
聖
、
革
聖
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
創
建
し
た
寺
は
、
通
称
「
革こ

う

堂ど
う

」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
創
建
当
時
、
京
都
御
所
の
北
（
一

条
）
大
路
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
一
条
か
わ
ど
う
（
か
う

ど
う→

こ
う
ど
う
）」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

■
絵
馬
の
伝
説

近
所
の
質
屋
で
子
守
り
奉
公
に
来
て
い
た
娘
・
お
ふ
み

が
毎
日
の
よ
う
に
革
堂
に
遊
び
に
来
る
う
ち
御
詠
歌
を
覚

え
、
口
ず
さ
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
怒
っ
た
主
人
に
殺
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
お
ふ
み
の
両
親
は
娘
を
捜
し
て
革
堂
に

祈
願
し
、
真
相
を
知
り
ま
す
。
両
親
が
奉
納
し
た
と
い
う

絵
馬
は
、
毎
年
８
月
の
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

に
供
養
さ
れ
ま
す
。

境内にある３メートル余の加茂神社

石塔。行円上人が、本尊を彫る霊木

をいただいた加茂の明神を祭ったと

伝えられています

本堂の軒先は唐破風の檜革葺き

年
（
１
８
１
６
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

開
創
は
寛
弘
元
年
（
１
０
０
４
）。
行
円
上
人

ぎ
ょ
う
え
ん
し
ょ
う
に
んが

一
条
北

い
ち
じ
ょ
う
ほ
く

辺
堂

へ
ん
ど
う

を
復
興
し
、

「
行
願
寺

ぎ
ょ
う
が
ん
じ

」
と
名

づ
け
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
こ
の

名
に
は
、
す
べ
て

の
人
々
の
成
仏
を

「
ね
が
い
、行
じ
る
」

と
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

行
円
は
、
も
と

は
九
州
で
狩
人
を

し
て
い
ま
し
た
が
、

あ
る
日
雌
鹿
を
射

止
め
、
そ
の
腹
の

中
に
小
鹿
が
生
き

古くから現在まで「都七

福神めぐり」の寿老神礼

拝所としても信仰を集め

ています

山門前は寺町通と竹屋町通の合流点

て
い
る
の
を
見
て
、
自
分
が
行
っ
て
き
た
殺
生
の
罪
深
さ

を
知
り
、
仏
門
に
入
る
こ
と
を
決
意
し
た
と
い
い
ま
す
。

文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
建
立
の
鐘
楼
。
一
間
四
方
の
本
瓦
葺
き
切
妻
造
り
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天正10年（1582）当寺に宿泊中の織田信長を、
明智光秀が襲い天下をとる「本能寺の変」
で有名な寺。市役所と御池通を隔てた南側
にある。法華宗本門流の大本山。

●
本
能
寺

●
新
島
旧
邸

京都御所東に建つ築後114年の同志社大学
創始者である新島襄氏旧邸。コロニアルス
タイルの洋風建築だが、日本人の設計と和
風の手法によって建てられた貴重な文化財。

●
京
都
文
化
博
物
館

日本のふるさと・京都。千年余の歴史、伝
統文化がわかりやすく紹介され、旧日本銀
行京都支店をそのまま利用している別館は
古風なデザインと外壁の赤レンガが美しい。

●
キ
ン
シ
正
宗
堀
野
記
念
館
キンシ正宗を創業した堀野家の旧本宅を公
開。館内では帳場や座敷など昔ながらの造
り酒屋の歴史と文化を、利き酒コーナーで
は銘酒を味わえる。写真は名水「桃の井」

●紫雲山「頂法寺」（六角堂）

●霊　山
れいゆうざん

「行願寺」（革堂）

■観光の問い合わせ
京都市観光案内所 京都市下京区JR京都駅 2Ｆ　 075-343-6655
同市観光協会観光情報センター 京都市左京区岡崎最勝寺町 075-752-0227
同市観光協会H・P http://www.kyokanko.or.jp/
京都館観光コーナー 東京都港区赤坂1-12-32アーク森ビル　　03-5562-0041

京都市中京区寺町通
竹屋町上ル行願寺
門前町17■拝観無料
075-211-2770
■御詠歌 花を見て
いまは望みも革堂の
庭の千草も盛りなる
らん■交通 六角堂
から徒歩約30分

●町家生まれの地麦酒
京都の銘酒を育んだ名水「桃の
井」。今もなお絶えることなく
湧きでるこの良質な水と、京の
酒を守り抜いた酒蔵の歴史が仕
込んだ搾りたての地ビール。キ
ンシ正宗堀野記念館にて販売。

京都市中京区六角通
東洞院西入ル堂の前
町　　075-221-2686
■拝観無料
■御詠歌 わが思ふ
心のうちは六の角た
だ円かれと祈るなり
けり■交通 地下鉄
烏丸御池駅徒歩３分
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キ
ュ
ウ
リ
…
３
本
（
１
本
約
１
０
０
〜
１
２
０
g
）

イ
カ（
胴
）…
１
パ
イ（
約
１
５
０
g
）

シ
ョ
ウ
ガ
…
１
片

赤
唐
辛
子
…
１
本
　
塩
…
少
々

ゴ
マ
油
…
大
さ
じ
１
杯

つ
け
汁
（
甘
酢
）

酢
…
…
…
大
さ
じ
５
杯
　

砂
糖
…
…
大
さ
じ
４
杯
　

塩
…
…
…
小
さ
じ
１
杯

キ
ュ
ウ
リ
に
塩
を
ふ

っ
て
板
擦
り
し
、
ヘ 〈

4
人
分
〉

タ
を
取
っ
た
ら
斜
め
に
切
り

込
み
を
入
れ
ま
す
。
裏
返
し

て
同
様
に
し
、
蛇
腹
の
状
態

に
し
た
ら
、
２
、
３
セ
ン
チ

の
長
さ
に
切
っ
て
お
き
ま
す
。

シ
ョ
ウ
ガ
は
皮
を
こ
そ
げ
て
千
切
り
、
赤
唐

辛
子
も
種
を
取
っ
て
細
か
く
切
り
、
混
ぜ
合

イ
カ
は
内
臓
と
足
を
除
い
て
皮
を
む
き
、
表

面
に
か
の
こ
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
ら
裏
か

ら
一
口
大
に
切
り
ま
す
。
さ
っ
と
ゆ
で
て
す
ぐ
に
甘

酢
に
漬
け
ま
す
。

●
仕
上
げ
の
ゴ
マ
油
は
酢
味
を
ま
ろ
や
か
に
し
、
酢

が
苦
手
な
方
も
食
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
ゆ
で
た
イ
カ
は
す
ぐ
に
甘
酢
に
漬
け
た
方
が
味
が

し
み
込
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
イ
カ
の
切
れ
込
み
は
、
美
し
さ
や
味
の
浸
透
と
い

指
導
／
千
葉
伝
統
郷
土
料
理
研
究
会

間
山
美
佐
子

日本近海で一番多く獲れる

スルメイカは夏に漁の最盛期

を迎えます。県内の主な漁港

は勝浦、御宿、鴨川。新鮮な

ものは背に黒褐色の斑点があ

り、弾力性があって目が出て

います。血中コレステロール

上昇抑制効果や血圧低下作用

があるタウリンを多く含んで

います。

酢がキュウリに含まれるビタ

ミンＣ破壊酵素の働きを抑え

るために、相性は抜群。また

キュウリをぬかみそ漬けにす

るとビタミンＢ1が増加するこ

とはよく知られています。

う
だ
け
で
な
く
、
加
熱
時
に
丸
ま
ら
な
い
、
食
べ

や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

わ
せ
た
甘
酢
に
加
え
ま
す
。

水
分
が
出
て
き
た
キ
ュ
ウ
リ
を
固
く
絞
っ
て

甘
酢
に
加
え
、
最
後
に
ゴ
マ
油
を
回
し
か
け

和
え
ま
す
。
30
分
程
度
し
て
全
体
に
よ
く
味
が
な
じ

ん
だ
ら
出
来
上
が
り
で
す
。



■東庄県民の森　　香取郡東庄町

小南639 0478-87-0393

■船橋県民の森　　船橋市大神保

町586-2 047-457-4094

■大多喜県民の森　夷隅郡大多喜町

大多喜486-21 0470-82-3110

■清和県民の森　　君津市豊英

660 0439-38-2222

■内浦山県民の森　安房郡天津小湊

町内浦3228 0470-95-2821

■館山野鳥の森　　館山市大神宮

553 0470-28-0166
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魚
介
類
の
養
殖
や
食
品
、
化
粧
品
、
海

洋
療
法
な
ど
多
分
野
で
利
用
が
進
む
海
洋

深
層
水
。
県
内
で
も
白
浜
、
館
山
、
鴨
川

な
ど
で
有
効
利
用
に
向
け
た
研
究
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

水
深
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
か
ら
く

み
揚
げ
ら
れ
た
水
は
太
陽
光
線
が
届
か
な

い
た
め
に
細
菌
が
少
な
く
、
栄
養
分
や
ミ

ネ
ラ
ル
に
富
ん
で
い
ま
す
。
将
来
の
大
規

模
な
取
水
を
想
定
し
て
海
岸
か
ら
５
キ
ロ

以
内
が
適
当
と
さ
れ
る
取
水
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
が
鴨
川
沖
で
、
海か

い

底て
い

谷こ
く

と
呼
ば
れ
る

深
い
溝
が
あ
り
ま
す
。
鴨
川
沖
海
洋
深
層

水
利
用
研
究
会
は
地
元
団
体
と
共
同
で
２

度
目
の
試
験
取
水
を
す
る
予
定
で
す
。「
気

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

7
月
20
日
　
富
里
市
誕
生
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
3
日
　
市
制
施
行
記
念
富
里
ふ
る
さ

と
ま
つ
り

11
月
3
日
　
市
制
施
行
記
念
ふ
れ
愛
の

祭
典

同市中沢にあるガスホルダー（千葉
ガス）もスイカの産地をアピール

４
月
１
日
に
誕
生
し
た
富
里
市
の
特
産

品
は
、
昭
和
８
年
か
ら
栽
培
が
始
ま
り
現

在
出
荷
量
全
国
２
位
を
誇
る
ス
イ
カ
。
生

で
味
わ
う
だ
け
で
な
く
、
摘
果
し
た
小
さ

な
ス
イ
カ
の
漬
物
、
昨
年
か
ら
は
風
味
豊

か
な
「
富
里
す
い
か
葛
ゼ
リ
ー
」
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
牧
場
が
多
く
毎
年

６
月
の
競
争
馬
の
競
り
市
は
全
国
で
北
海

道
と
同
市
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
◆
◇
◆
◇
イ
ベ
ン
ト
予
定
◇
◆
◇
◆
◇

6
月
15
・
16
日
　
市
制
施
行
記
念
富
里
市

す
い
か
ま
つ
り

6
月
23
日
　
市
制
施
行
記
念
富
里
ス
イ
カ

象
条
件
が
合
え
ば
４
月
中
に
も
や
り
た
い
。

で
き
れ
ば
海
水
を
一
般
に
配
布
し
て
い
い

利
用
法
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
使
っ
て
欲
し
い
」

と
同
会
の
島
村
　
夫
事
務
局
長
。

東
庄
県
民
の
森

約
1
0
0
ha

県
北
部
の
下
総
台
地
に
あ
り
カ
モ
類
や

オ
シ
ド
リ
な
ど
水
鳥
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
弓
道
場
も
あ
り
ま
す
。

船
橋
県
民
の
森

約
15
ha

都
市
部
に
近
い
な
が
ら
も
変
化
に
豊
ん

だ
樹
林
が
広
が
り
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
な
ど
。

大
多
喜
県
民
の
森

約
61
ha

県
下
有

数
の
竹
林

面
積
を
誇

る
地
域
に

あ
り
、
竹
笹
園
や
竹
工
芸
セ
ン
タ
ー
、
キ

ャ
ン
プ
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

清
和
県
民
の
森

約
3
2
0
0
ha

高
宕
・
鹿
野
・
大
塚
山
系
に
囲
ま
れ
、

小
糸
川
流
域
の
2
つ
の
人
造
湖
を
含
む
国

内
有
数
の
規
模
。
水
源
の
森
1
0
0
選
。

内
浦
山
県
民
の
森

約
2
9
4
ha

清
澄
山
系
の
南
東
斜
面
に
広
が
り
、
シ

カ
や
リ
ス
な
ど
の
野
生
動
物
の
宝
庫
。
ロ

グ
キ
ャ
ビ
ン
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
。

館
山
野
鳥
の
森

約
22
ha

房
総
半
島
南
端
に
あ
る
古
く
か
ら
の
渡

り
鳥
の
中
継
地
で
、
特
別
鳥
獣
保
護
区
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林
浴
の
森
1
0
0
選
。

●保険料や材料費などの参加費がかかります

●申し込みは実施日の１ヵ月前から

●日程や内容が変更される場合もあります

実施日
5／12 
5／18
5／19
6／15

6／16
6／22

6／29

7／ 6  

7／21 
8／ 4
9／21
9／22
9／23
･29

10／ 6
10／13
10／19

10／20
10／27

イベント名　　　
野 鳥 観 察 会
早春の森で野鳥に会おう
竹 か ご 教 室
森林浴100選の森
でハイキング
山野草ガーデニング教室
幻想の世界ほたる
ウォッチング（1）
幻想の世界ほたる
ウォッチング（2）
幻想の世界ほたる
ウォッチング（3）
あじさいハイキング
写　 生 教　 室
野鳥の森で巣箱作り
山野草ガーデニング教室
飾って楽しむ

押し花作り
竹皮ぞうり教室
森のキノコ観察舎
森林浴100選の森で
キノコや野草を観察
自然観察ハイキング
竹 か ご 教 室

定員
30 
30
30
50

30
150

150

150

200
30
20
30
20

30
50
30

50 
30

主 催
内浦山
館 山
大多喜
館 山

東 庄
清 和

清 和

清 和

内浦山
東 庄
館 山
清 和
内浦山

大多喜
清 和
館 山

内浦山
大多喜

★県民の森イベント（5月～10月）一部抜粋



★県内の道の駅(ルート・ ) ★

大山千枚田（鴨川市釜沼地区）
●JR安房鴨川駅下車、日東バス・
金束または平塚本郷行き「釜沼」
バス停下車、徒歩約15分。

☆棚田サミットお問い合わせ
実行委員会事務局　0470-99-8033
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長
狭
米
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
鴨
川

市
で
8
月
31
日
か
ら
の
3
日
間
、
第
8
回

全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト（
全
国
棚
田
連
絡
協
議

会
主
催
）が
開
か
れ
ま
す
。
首
都
圏
で
の
開

催
は
初
め
て
。
市
内
西
部
、
愛
宕
山
の
す

そ
野
に
あ
る
大
山
千
枚
田
は
都
市
と
農
村

交
流
の
拠
点
で
、
2
年
前
に
始
ま
っ
た
棚

田
オ
ー
ナ
ー
制
は
中
高
年
層
や
若
い
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
に
希
望
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

全
国
76
市
町
村
か
ら
約
１
０
０
０
人
の

関
係
者
の
参
加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
大
き
な
特
長
は
広
く
一
般
参
加
を

呼
び
か
け
、
第
一
部
の
分
科
会
、
第
二
部

で
は
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
郷
土
料
理
教
室

な
ど
棚
田
の
魅
力
を
知
る
イ
ベ
ン
ト
も
多

数
用
意
さ
れ
て
い
る
点
。
さ
ら
に
ス
タ
ン

ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
地
元

特
産
品
の
即
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
も
ち

ろ
ん
、
調
理
室
で
は
手
作
り
教
室
が
開
か

れ
た
り
、
町
内
の
体
験
農
園
の
基
地
。
立

ち
寄
る
だ
け
で
な
く
た
っ
ぷ
り
一
日
過
ご

せ
る
観
光
拠
点
に
な
り
そ
う
で
す
。

南
房
総
を
中
心

に
県
内
10
ヵ
所

に
あ
る
道
の
駅
。

昨
年
多
古
町
に

オ
ー
プ
ン
し
た

「
あ
じ
さ
い
館
」

に
続
き
、
8
月

に
は「
栗
源（
仮
）」

が
仲
間
入
り
し

●しょうなん
●やちよ
●栗源（仮）

●あじさい館
●ふれあい
パークきみつ
●たけゆらの里
おおたき

●きょなん
●とみうら
●三芳村
●ローズマリー
公園・丸山町

●鴨川オーシャン
パーク

県道船橋我孫子線

国道16号
県道成田小見川
鹿島港線
沢バイパス
国道296号
県道千葉・鴨川線

国道297号

国道127号
国道127号
県道富津・鴨川線

国道410号

国道128号

0471-90-1131
047-488-6711
0478-75-2111
（町産業課）

0479-79-3456
0439-39-3939

0470-82-5566

0470-55-2111
0470-33-4611
0470-36-4116
0470-46-2882

0470-96-1911

戦
艦
大
和
や
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
な
ど
の

イ
ラ
ス
ト
で
幅
広
い
年
齢
層
を
魅
了
し
て

き
た
柏
市
在
住
の
挿
絵
画
家
・
小
松
崎
茂

氏
が
昨
年
12
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享

年
86
歳
。
松
戸
市
に
あ
る
昭
和
ロ
マ
ン
館

で
は
彼
の
追
悼
展
を
9
月
7
日
か
ら
開
催
。

一
片
の
雲
、
一
本
の
線
に
も
魂
を
込
め
、

最
期
ま
で
筆
を
握
り
続
け
た
画
家
の
仕
事

を
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
別
に
展
示
し
ま
す
。

★
招
待
券
を
10
名
様
に
！

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
て
、
〒
２
６
０
・
０
０
３
２
千

葉
市
中
央
区
登
戸
一
ー
一
ー
九
　
海
潮

社
「
ゆ
と
り
」
編
集
室
ま
で
（
締
切
り

４
月
30
日
必
着
）
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
の
上
、
当
選
者
に
郵
送
し
ま
す
。

●松戸市新松戸3-55 047-341-5211
●高校生以上/500円中・小学生/300円
☆65歳以上２割引
●10：00～17：30 火曜休館
●JR新松戸駅から徒歩約８分
●そのほかの企画展 4/25まで昭和の挿絵展開催中

5/1～8/31童画による金子みすず展

作品のほか空母模型などが並ぶ
同館内の小松崎茂常設展示室

プ
ラ
リ
ー
（
4
月
29
日
〜
9
月
1
日
）、
第

1
回
房
総
の
棚
田
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
6

月
30
日
締
切
）
な
ど
、
サ
ミ
ッ
ト
関
連
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

平成11年「日本の棚田百選」に認定された大山
千枚田

税理士
が個別

に

お応え
します

実　施　店

本 店 営 業 部

柏ローンプラザ

船橋駅前支店

本 八 幡 支 店

実　施　日

毎月18日

毎月第２金曜日

毎月８日

毎月16日

時 間

10:00

〜

15:00

お問い合わせ先

043-222-2121

04-7163-7272

047-422-5501

047-378-2511

道の駅「栗源（仮）」完成予想図

の
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ち
ば
の

金
鈴
塚
は
古
墳
時
代
後
期
の
西
暦
6
0
0
年
前

後
に
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
墳
型
は
全

長
1
0
0
ｍ
余
り
で
、
大
形
の
前
方
後
円
墳
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
更
津
駅
の

北
東
約
8
0
0
ｍ
の
浜
長
須
賀
地
区
に
後
円
部
墳

丘
と
石
室
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
25
年
の
発
掘
調
査
で
石
室
か
ら
大
刀
や
金

銀
細
工
な
ど
の
ほ
か
、
直
系
9
mm

の
金
の
鈴
５
個

が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
金
鈴
塚
古
墳
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
長
さ
1
・
7
ｍ
の
石
棺
は

埼
玉
県
秩
父
産
の
緑
泥
片
岩
で
作
ら
れ
、
当
時
す

で
に
荒
川
―
東
京
湾
を
経
て
物
資
交
流
の
道
が
開

け
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代

後
期
の
木
更
津
は
上
総
国
の
玄
関
口
で
あ
り
交
通

の
要
衝
で
し
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
同
古
墳
か
ら
仏
教
儀
式
で
用

い
る
銅
容
器
が
出
土
し
た
こ
と
で
す
。
千
葉
県
内

で
最
古
の
寺
院
、
上
総
の
大お

お

寺て
ら

は
金
鈴
塚
古
墳
よ

り
後
の
西
暦
6
8
0
年
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

THE

FIRST

STORY

IN  CHIBA

輝
く
ば
か
り
の
金
の
鈴(

写
真
／
木
更
津
市
教
育
委
員
会
所
蔵)

す
。
金
鈴
塚
が
作
ら
れ
た
時
代
に
、
す
で
に
奈
良

県
に
は
寺
院
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
同
古
墳
に

祀
ら
れ
た
豪
族
は
大
和
政
権
下
に
組
み
し
、
先
進

的
な
文
化
を
受
け
入
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
奈
良
・
平
安
時
代
の
書
物
に
も
名
前
が
書

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
、
同
古
墳
は
木
更

津
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
馬
来
田
国
造
の
一
族
の

墓
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
鈴
を
は
じ
め
、
石
棺
な
ど
の
出
土
品
は
昭
和

36
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
市
内
太

田
山
公
園
内
に
あ
る
「
木
更
津
市
立
金
鈴
塚
遺
物

保
存
館
」
に
保
管
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
所
／
金
鈴
塚
遺
物
保
存
館
・
木
更
津
市
太
田
2-

16-

1

（
太
田
山
公
園
内
）
0
4
3
8-

2
2-

3
6
7
6

開
館
／
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
無
料（
特
別
展
は
有
料
）

休
館
／
月
曜
日
午
後
、
火
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
12
月

28
日
〜
1
月
4
日

交
通
／
JR
木
更
津
駅
東
口
下
車
徒
歩
15
分
。
ま
た
は

日
東
・
小
湊
バ
ス
で
駅
前
通
り
下
車
徒
歩
3
分

金鈴塚古墳実測図



い
ち
ば
ん
物
語

銚
子
市
水
産
課
の
集
計
に
よ
る
と
、
銚
子
漁
港

の
平
成
13
年
水
揚
げ
量
は
23
万
6
0
1
7
ｔ
で
3

年
ぶ
り
に
日
本
一
に
復
帰
し
ま
し
た
。
水
温
や
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
影
響
で
、
サ
ン
マ
が
銚
子
沖
ま
で

Vol.3

海流や水温、プランクトンなどの影響でサンマが銚子

沖まで南下し、豊漁につながったと考えられています

銚子市

木更津市

南
下
し
て
平
成
12
年
の
3
7
0
4
ｔ
か
ら
1
万
2

6
0
2
ｔ
に
増
加
し
た
ほ
か
、
イ
ワ
シ
11
万
3
4

1
2
ｔ
、
サ
バ
5
万
8
5
0
5
ｔ
な
ど
、
銚
子
を
代

表
す
る
魚
が
い
ず
れ
も
豊
漁
だ
っ
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。

2
位
は
平
成
11
年
、
12
年
に

連
続
1
位
だ
っ
た
八
戸
港（
青

森
県
）で
21
万
4
8
6
3
ｔ
。
3

位
が
平
成
12
年
に
は
2
位
だ
っ

た
焼
津
港（
静
岡
県
）で
19
万
3

0
1
ｔ
。
4
位
は
福
岡
港（
福

岡
県
）の
17
万
3
0
2
7
ｔ
。5

位
が
石
巻
港（
宮
城
県
）の
16
万

8
8
5
4
ｔ
と
続
い
て
い
ま
す
。

銚
子
漁
港
は
古
く
寛
永
年
間

（
1
6
2
4
〜
4
4
）に
紀
州
な
ど
か
ら
大
勢
の
漁

業
者
が
訪
れ
、
漁
港
お
よ
び
商
港
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。
本
格
的
な
漁
港
整
備
は
大
正
14
年
に
始
ま

り
、
昭
和
21
年
に
第
1
期
計
画
が
完
成
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
度
に
は
第
9
次
漁
港
整
備
長
期
計
画
が

終
了
し
、
平
成
14
年
度
か
ら「
漁
港
漁
場
整
備
10
か

年
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
銚
子

漁
港
で
は
港
内
の
静
穏
を
確
保
す
る

た
め
の
防
波
堤
を
は
じ
め
、
航
路
泊

地
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

水
産
加
工
業
は
銚
子
市
の
基
幹
産

業
で
す
。
サ
ン
マ
、
ア
ジ
、
イ
ワ
シ

の
干
物
の
ほ
か
、
し
ょ
う
油
味
が
生

き
る
カ
ツ
オ
の
角
煮
、
サ
ン
マ
、
サ

バ
、
イ
ワ
シ
の
缶
詰
な
ど
は
銚
子
市

を
代
表
す
る
味
覚
で
す
。

千葉県の最東端、利根川河口にある銚子漁港

●

●
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安
房
郡
千
倉
町
　
安
西
　
ス
ミ

こ
ん
な
と
き
、
誰
で
も
一
句
読
ん
で
み
た
く
な
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
十
分
意
味
は
伝
わ
り
ま
す
。
俳
句
と
し
て
の

調
べ
や
表
記
を
と
と
の
え
て
ゆ
く
と
、
こ
の
方
の
ナ
イ
ー

ブ
な
感
性
が
一
層
生
き
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

《
添
削
例
》
さ
さ
や
け
る
や
う
に
落
葉
の
降
り
か
ゝ
り

千
葉
市
　
田
邉
　
良
治

こ
の
場
合
も
命
日
で
す
か
ら
偲
ぶ
と
い
う
言
葉
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
弟
さ
ん
の
お
命
日
が
即
ち
原
爆
の
日
で
あ

る
と
い
う
痛
切
な
想
い
は
読
み
手
の
心
に
も
ま
っ
す
ぐ
響

い
て
く
る
こ
と
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
て
、
次
の
よ
う

に
直
し
て
み
ま
し
た
。

松
戸
市
　
布
施
木
　
和
子

実
際
に
高
知
県
の
方
に
旅
さ
れ
、
そ
こ
で
の
所
見
と
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
秋
遍
路
と
い
う
季
語
さ
な
が
ら
、
み

な
さ
ん
ほ
ん
と
う
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
歩
い
て
ゆ
か
れ
る
。

そ
こ
を
詠
ま
れ
た
気
持
の
よ
い
句
で
す
。
字
余
り
に
し
た

く
な
い
の
で
、
下
五
を
秋
の
山
と
五
音
字
で
納
め
ま
し
ょ

う
。

《
添
削
例
》
お
遍
路
の
足
軽
や
か
や
秋
の
山

習
志
野
市
　
　
君
成
田
　
寛
子

葛
湯
を
父
上
の
た
め
に
作
る
。
そ
の
や
さ
し
い
こ
こ
ろ

が
吹
き
て
す
す
め
る
と
い
う
あ
た
り
に
よ
く
出
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
熱
い
も
の
は
危
険
で
す
し
、
適
温
に
し
て
と
い
う

そ
の
思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
を
次
の
よ
う
に
し
て
表
現
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

《
添
削
例
》
病
む
父
に
吹
き
さ
ま
し
た
る
葛
湯
か
な

安
房
郡
千
倉
町
　
鈴
木
　
祈
与

感
じ
は
分
か
り
ま
す
。
暁
方
に
高
ま
っ
て
く
る
あ
の
虫

た
ち
の
大
合
唱
は
一
度
体
験
し
た
ら
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
虫
の
高
ま
り
だ
け
で
は
ち
ょ
っ
と
無
理
。
や
は

り
虫
の
音
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
で
次
の
よ
う
に
。

《
添
削
例
》
暁
の
虫
の
音
闇
に
高
ま
り
来く

千
葉
市
　
川
名
　
つ
る
の

連
絡
も
な
く
、
病
ん
で
い
た
こ
と
も
知
ら
せ
が
な
い
ま

ま
に
…
と
い
う
よ
う
な
想
い
を
詠
ま
れ
て
い
る
と
解
し
て
、

直
し
て
み
ま
す
。
逝
く
を
発
つ
と
い
う
だ
け
で
分
か
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
。
こ
の
世
を
発
つ
と
い
う
こ
と
。
季
語

の
曼
珠
沙
華
で
一
句
の
世
界
は
十
分
出
て
い
る
と
お
も
い

ま
す
。

《
添
削
例
》
曼
珠
沙
華
黙
っ
て
ひ
と
り
発
た
れ
け
り

◆
選
・
指
導

黒
田

杏
子(

俳
人)

白
井
市
　
渡
辺
　
岩
夫

作
者
の
想
い
は
一
読
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
師
匠
の

芸
を
た
の
し
み
に
し
て
い
た
人
は
多
か
っ
た
筈
で
す
し
、

私
も
そ
の
ひ
と
り
で
し
た
。
逝
去
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の

こ
と
。
偲
ぶ
と
い
う
文
字
を
使
わ
ず
に
気
持
ち
を
こ
め
て

詠
む
こ
と
も
大
切
で
す
。

《
添
削
例
》
志
ん
朝
を
語
る
ふ
ぐ
ち
り
冬
至
の
夜

千
葉
市
　
　
水
上
　
秀
吉

《
添
削
例
》
弟
の
命
日
原
爆
の
日
な
り

面
白
い
句
だ
と
思
い
ま
す
。
神
無
月
と
い
う
季
語
が
こ

の
句
の
味
わ
い
を
か
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
す
こ
し
言

葉
の
位
置
を
置
き
か
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
一
句
の

表
情
が
ぐ
ん
と
変
る
は
ず
で
す
。

《
添
削
例
》
槌
音
の
二
重

ふ
た
え

に
三み

重え

に
神
無
月
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老
人
性
皮
膚
掻
痒
症
の
治
療
に
は
、
ぬ
り
薬
と
飲

み
薬
を
用
い
ま
す
が
、
症
状
が
軽
い
と
き
は
ワ
セ
リ

ン
や
尿
素
軟
膏
な
ど
、
皮
膚
に
保
湿
作
用
の
あ
る
薬

を
う
す
く
ぬ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
か
き
傷
や
湿

疹
な
ど
の
二
次
的
病
変
が
み
ら
れ
れ
ば
、
ス
テ
ロ
イ

ド
外
用
薬
も
用
い
ま
す
。

か
ゆ
み
が
強
い
と
き
は
飲
み
薬
も
有
効
で
す
。
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
は
、
ね
む
け
や
ふ
ら
つ
き
を
起
こ
し

や
す
く
、
前
立
腺
肥
大
症
の
方
は
、
排
尿
障
害
を
増

悪
さ
せ
ま
す
。
ね
む
け
の
少
な
い
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

全
身
性
掻
痒
症
は
、
糖
尿
病
や
腎
臓
、
肝
臓
の
病

気
、
血
液
疾
患
な
ど
内
科
の
病
気
に
伴
っ
て
起
こ
る

と
か
ゆ
み
は
増
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

下
着
は
木
綿
の
も
の
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
毛
糸
や
化
繊
が
直
接
肌
に
触
れ
る
と
、
刺
激
に

な
っ
て
、
強
い
か
ゆ
み
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
類
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
体
が

暖
ま
る
ト
ウ
ガ
ラ
シ
や
ワ
サ
ビ
、
カ
レ
ー
な
ど
の
刺

激
の
効
い
た
食
べ
物
も
控
え
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ

う
。

古
　
川
　
玄
　
教

古
川
医
院
院
長

皮
膚
に
病
変
が
見
ら
れ
な
い
の
に
、
か
ゆ
み
だ
け

を
訴
え
る
病
気
を
皮
膚
掻
痒

そ
う
よ
う

症
と
い
い
ま
す
。

皮
膚
掻
痒
症
に
は
、
全
身
性
の
も
の
と
限
局
性
の

も
の
と
が
あ
り
、
全
身
性
掻
痒
症
は
、
老
人
性
掻
痒

症
を
含
め
て
、
高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

老
人
性
掻
痒
症
は
、
加
齢
に
伴
い
皮
脂
の
分
泌
が

低
下
し
、
角
質
の
水
分
が
少
な
く
な
り
、
皮
脂
が
乾

燥
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
ゆ
み
が
起
こ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
冬
は
空
気
が
乾
燥
す
る
の
で
か
ゆ
み
は
強

ま
り
、
暖
か
い
季
節
に
な
る
と
弱
ま
っ
て
き
ま
す
。

皮
膚
を
乾
燥
さ
せ
な
い
、
か
ゆ
み
を
起
こ
さ
せ
な

い
生
活
環
境
を
作
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
は
、
普
通
の
か
ゆ
み

止
め
の
薬
は
効
き
に
く
く
、
と
に
か
く
原
因
と
な
っ

て
い
る
病
気
を
治
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ほ
か

に
ス
ト
レ
ス
や
コ
ー
ヒ
ー
、
た
ば
こ
な
ど
の
嗜
好
品

が
原
因
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

入
浴
時
に
は
、
石
け
ん
は
使
用
し
て
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
必
要
以
上
に
使
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
タ
オ
ル

な
ど
で
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
ら
な
い
こ
と
。
皮
膚
の
水
分

を
保
持
し
て
い
る
皮
脂
を
取
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

部
屋
の
湿
度
に
注
意
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
冬

は
、
ほ
か
の
季
節
よ
り
も
空
気
は
乾
燥
し
て
い
て
、

暖
房
器
具
を
使
う
の
で
、
室
内
は
一
層
乾
燥
し
ま
す
。

加
湿
器
な
ど
を
使
い
、
部
屋
の
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
電
気
毛
布
な
ど
の
保
温
器
具
も
、
体
が
温
ま
る

(社)

協
力
・

千
葉
県
医
師
会

限
局
性
掻
痒
症
は
、
陰
部
や
肛
門
周
囲
な
ど
に
限

局
し
て
か
ゆ
み
が
み
ら
れ
る
も
の
で
、
排
尿
障
害
や

便
秘
、
下
痢
な
ど
の
ほ
か
、
カ
ン
ジ
ダ
、
ト
リ
コ
モ

ナ
ス
、
ぎ
ょ
う
虫
な
ど
、
寄
生
虫
が
原
因
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

皮
膚
に
異
状
が
見
ら
れ
な
い
の
に
か
ゆ
く
て
し
ょ

う
が
な
い
と
い
う
方
、
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず
に
、
一
度
か

か
り
つ
け
医
師
に
ご
相
談
な
さ
っ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。
か
ゆ
み
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
快
適
な
日
常
生

活
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

(医)



(74歳) 〈安房郡富山町〉

信用を得るためには確かな技術はもちろんで

すが、余りもうけすぎないことです、と。見

習うべくは伴流さんの商売哲学です

お
弟
子
さ
ん
た
ち
の
求
め
に
応
じ
て
伝
え
て

い
ま
す
。
「
こ
の
齢
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
弟
子
た
ち
の
お
か
げ
。
弟
子
入
り
が
あ

る
限
り
怠
け
て
な
ん
か
い
ら
れ
ま
せ
ん
」

社
寺
建
築
で
培
っ
た
高
い
技
術
と
丁
寧
な

仕
事
ぶ
り
は
一
般
住
宅
建
築
に
も
生
か
さ
れ
、

高
い
評
価
と
信
用
を
得
て
い
ま
す
。
仕
事
以

外
に
趣
味
が
な
い
と
い
う
伴
流
さ
ん
。
「
情

け
な
い
け
ど
女
房
と
一
度
も
旅
行
し
た
こ
と

が
な
い
」
と
苦
笑
。（
伴
流
工
務
店
経
営
）

ハ
ン
チ
ン
グ
が
よ
く
似
合
う
建
築
大
工
の

伴
流
さ
ん
。
平
成
13
年
度
、
厚
生
労
働
省
が

選
ん
だ
全
国
の
「
現
代
の
名
工
」
４
９
１
人

業
は
寸
分
の
狂
い
も
許
さ
れ
ず
、
相
当
の
年

季
と
高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

技
術
の
裏
付
け
は
「
経
験
だ
け
で
す
よ
」

と
謙
遜
す
る
が
、
同
家
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

数
10
冊
の
社
寺
建
築
資
料
を
読
破
す
る
な
ど
、

不
断
の
勉
強
と
実
地
体
験
の
積
み
重
ね
に
よ

る
も
の
で
す
。
18
歳
で
同
じ
建
築
大
工
だ
っ

た
父
親
に
弟
子
入
り
し
、
親
子
の
関
係
を
断

ち
切
っ
て
厳
し
い
修
業
に
没
頭
。
伴
流
さ
ん

は
身
に
着
け
た
日
本
建
築
の
技
術
を
5
人
の

の
う
ち
の
一
人
で
、
社
寺
建
築

の
再
建
を
中
心
と
し
た
日
本
建

築
に
長
年
携
わ
り
、
社
寺
建
築

古
来
の
技
術
を
生
か
し
た
修
復

活
動
が
認
め
ら
れ
て
受
賞
し
ま

し
た
。
今
回
選
ば
れ
た
中
で
建

築
大
工
の
部
門
は
伴
流
さ
ん
が

唯
一
人
で
す
。

活
動
範
囲
は
主
に
地
元
の
富

山
町
と
そ
の
周
辺
で
す
。
同
町

吉
沢
の
成
願
寺
や
同
町
川
上
の

正
寿
寺
の
屋
根
ふ
き
替
え
工
事

を
は
じ
め
、
八
雲
神
社
（
鋸
南

町
大
崩
）
の
新
築
工
事
は
伴
流

さ
ん
の
代
表
的
な
仕
事
で
す
。

特
に
社
寺
の
屋
根
ふ
き
替
え
は

技
術
と
経
験
を
要
し
ま
す
。
藁

ぶ
き
か
ら
瓦
屋
根
に
修
復
す
る

場
合
、
桁け
た

か
ら
上
部
の
水
平
材

な
ど
一
切
を
外
し
て
４
本
の
隅す

み

木ぎ

を
入
れ
直
し
ま
す
。
こ
の
作

38



葉がでる前に花をつけるミ
ツバツツジ(上)と、釣鐘状
の小さな花がかわいらしい
チチブドウダン(左)。いず
れも花期は5月～6月

18

秩
父
鉄
道
三
峰
口
駅
か
ら
秩
父
湖
行
き

バ
ス
で
約
5
分
、
強こ

わ

石い
し

バ
ス
停
で
下
車
。

少
し
引
き
返
し
て
左
へ
入
り
、
し
ば
ら
く

行
く
と
山
道
に
な
り
ま
す
。
東
屋
の
あ
る

杉
の
峠
ま
で
は
杉
林
の
中
の
急
な
登
り
が

続
き
ま
す
が
、
そ
の
後
は
緩
や
か
な
尾
根

道
で
す
。
4
月
の
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
は
、
足
元
に
可
憐
に
咲
く
カ
タ
ク
リ
も

姿
を
見
せ
ま
す
。
剣
ヶ
峰
の
少
し
先
の
伐

採
地
か
ら
は
秩
父
市
街
や
、
採
石
跡
の
山

容
が
特
徴
的
な
武
甲
山
が
望
め
ま
す
。
古

池
方
面
へ
の
分
岐
を
過
ぎ
る
と
ま
も
な
く

東
京
か
ら
荒
川
を
１
０
０
キ
ロ
余
り
さ

か
の
ぼ
っ
た
源
流
部
に
あ
る
秩
父
御
岳
山

（
標
高
１
０
８
０
ｍ
）。
木
曽
御
岳
山
の
王

滝
口
を
開
い
た
普ふ

寛か
ん

行
者
の
出
生
地
で
、

清
ら
か
な
流
れ
と
杉
の
美
林
が
ハ
イ
カ
ー

を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
秩
父
三
十

四
ヶ
所
観
音
霊
場
の
午
歳
総
開
帳
（
3
月

１
日
〜
11
月
30
日
）
に
当
た
り
ま
す
。
秩

父
鉄
道
の
駅
に
近
い
札
所
も
あ
り
ま
す
の

で
、
立
ち
寄
っ
て
み
る
の
に
よ
い
機
会
で

す
。
11
月
ま
で
は
人
気
の
Ｓ
Ｌ
「
パ
レ
オ

エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
も
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
頂
で
す
。
広
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
展
望

は
よ
く
、
北
西
に
秩
父
の
名
山
・
両
神
山
、

南
に
は
東
京
都
の
最
高
峰
で
あ
る
雲
取
山

が
見
え
ま
す
。

下
山
は
大
滝
温
泉
の
あ
る
落
合
地
区
へ
。

山
頂
付
近
の
急
坂
を
注
意
し
て
下
り
、
分

岐
を
左
へ
行
く
と
、
つ
づ
ら
折
り
の
道
が

続
き
ま
す
。
や
が
て
木
橋
が
整
備
さ
れ
た

沢
沿
い
の
道
と
な
り
、
い
く
つ
か
の
堰
堤

を
過
ぎ
て
鉄
の
橋
か
ら
車
道
に
出
ま
す
。

右
に
降
り
る
と
す
ぐ
普
寛
神
社
に
到
着
で

す
。
国
道
に
出
て
5
分
ほ
ど
下
っ
た
と
こ

カ
タ
ク
リ
が
群
生
す
る
山
岳
修
行
の
場

秩
父
御
岳
山
と
大
滝
温
泉

普寛行者の生家があった地に建てられた普寛神社。毎
年5月3日は例大祭でにぎわいます

埼
玉
県

秩
父
郡
大
滝
村

うつむいて咲く姿が特
徴的なカタクリの花
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山頂近く、古池方面への分岐点から見下ろす秩父市街。
やや右寄りに見えているのが武甲山

山頂にあるお宮。毎年4月の第 3
日曜日に開山式がとり行われます

●電車の場合(往き約2時間半・片道2,780円)

千葉駅(JR総武線)→御茶ノ水駅(営団地下鉄丸ノ内線)→池袋
駅(西武池袋・秩父線特急)→西武秩父駅(徒歩)→お花畑駅(秩
父鉄道)→三峰口駅(バス)→強石バス停

●車の場合　
関越自動車道・花園ICより国道140号で約60km

★大滝観光協会　　0494-55-0707
★大滝村役場H・P http://www.vill.otaki.saitama.jp/
★秩父フリーきっぷ(池袋発2,260円、2日間有効)

平成6年にオー
プンした日帰り
入浴施設で、す
ぐそばを荒川が
流れます。お湯は透き通っていて弱アルカリ性。
また、近くには温泉スタンドもあります。
◆泉　　質／ナトリウム・塩化物温泉
◆効　　能／一般的適応症、切り傷、やけど、慢

性皮膚病、慢性婦人病、アレルギー
性呼吸器疾患(花粉症)など

●利用時間／10:00～17:00 木曜定休　
●利用料金／中学生以上600円、小学生300円、

乳幼児150円　　0494-55-0126

ろ
に
道
の
駅
「
大
滝
温
泉
」(

遊
湯
館)

が

あ
り
ま
す
。
隣
接
し
て
村
立
歴
史
民
俗
資

料
館
や
特
産
品
の
直
売
所
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
疲
れ
を
お
と
し
た
ら
三
峰
口

駅
ま
で
は
バ
ス
で
約
20
分
で
す
。
夕
方
は

バ
ス
の
本
数
が
少
な
く
な
る
の
で
入
浴
前

の
確
認
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
モ
デ
ル
コ
ー
ス
〉

三
峰
口
駅→

(

バ
ス)→

強
石
登
山
口→

杉

の
峠→

剣
ヶ
峰→

御
岳
山
山
頂→

普
寛
神

社→

大
滝
温
泉
　
◎
約
4
時
間
40
分

※
参
拝
・
休
憩
時
間
等
除
く
。
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（千葉市稲毛区）

千
葉
県
還
暦
軟
式
野
球
連
盟
に
加
盟
す
る
8
チ
ー

ム
の
う
ち
最
も
伝
統
の
あ
る
千
葉
シ
ル
バ
ー
ボ
ー
イ

ズ
は
結
成
か
ら
20
年
。
メ
ン
バ
ー
は
千
葉
市
内
を
中

心
に
市
原
や
松
戸
な
ど
シ
ニ
ア（
50
代
）を
含
め
て
33

人
で
す
。

こ
の
日
は
毎
週
水
曜
日
に
仲
よ
し
公
園
（
稲
毛
区

小
仲
台
）
で
行
わ
れ
て
い
る
シ
ル
バ
ー（
60
歳
以
上
）

の
み
の
練
習
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
終
え
る
と
、
準

備
体
操
に
続
い
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
ノ
ッ
ク
、
フ

リ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
休
憩
を
は
さ
ん
で
た
っ
ぷ

り
3
時
間
。
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
も
や
る
気
は
十
分
で

す
。
朝
の
寒
さ
を
は
ね
返
す
元
気
な
プ
レ
ー
に
、
散

歩
中
の
歩
み
を
止
め
て
じ
っ
と
眺
め
て
行
く
同
年
代

の
姿
も
ち
ら
ほ
ら
。

「
皆
さ
ん
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
程
度
の
経
験
は
あ
る

も
の
で
、
若
い
頃
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。

確
か
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
比
べ
れ
ば
危
険
は
あ
り
ま

す
が
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
無
理
せ
ず
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
す
」
と
語
る
会
長
の
近
藤
栄
治
さ
ん
は
最
年

長
の
80
歳
で
す
。
野
球
を
通
じ
て
の
健
康
と
生
き
が

い
づ
く
り
、
地
域
社
会
の
連
帯
を
深
め
た
い
と
定
年

本番さながらのフリーバッティング
の投手は交替で務めます

38



後
す
ぐ
に
仲
間
集
め
に
奔
走
し
ま
し
た
。

「
人
口
移
動
の
激
し
い
街
で
す
か
ら
全
員
が
幼
な

じ
み
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
今
は
和
気
あ

い
あ
い
と
や
っ
て
ま
す
が
、
信
頼
関
係
を
築
く
に
は

時
間
も
か
か
り
ま
す
。
ま
ず
互
い
に
尊
重
し
合
う
こ

と
が
大
切
」
と
苦
労
も
の
ぞ
か
せ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
野
球
歴
や
仕
事
人
生
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
声
を

出
し
合
っ
て
白
球
を
追
う
メ
ン
バ
ー
達
に
は
野
球
好

き
と
い
う
単
純
か
つ
強
い
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

休
日
に
は
シ
ニ
ア
も
参
加
し
て
の
合
同
練
習
。
そ

の
ほ
か
練
習
試
合
や
公
式
戦
な
ど
年
間
10
回
程
度
の

遠
征
を
こ
な
し
て
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。
1
9
8

5
年
に
は
第
4
回
還
暦
野
球
関
東
大
会
で
見
事
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
4
月
6
日
〜
27

日
に
開
催
さ
れ
る
第
11
回
千
葉
県
還
暦
軟
式
野
球
大

会
で
始
ま
り
ま
す
。
弘
前
市
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
か
け
、
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
の
も
と
心
を
一
つ
に
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

●
チ
ー
ム
へ
の
参
加
希
望
の
方
、
還
暦
軟
式
野
球
チ

ー
ム
結
成
に
興
味
の
あ
る
方
は
近
藤
さ
ん
ま
で
…
…
　

0
4
3
（
2
5
1
）
8
9
0
5
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休憩を兼ねたミーティング。チ
ームをまとめる相川監督(手前)と
近藤会長(中央)

熱の入ったフリーバッテ
ィング練習。還暦野球の
塁間距離は25メートル。
バッテリー間は16.3メー
トルです

シーズンオフでもコツコツ練習。
ケガをしないように準備体操も念
入りに

この日、霜の降りていたグラウ
ンド。早速砂をまいて整備



千葉市若葉区千城台東
1-20-3
043-237-9136

千葉都市モノレール千　
城台駅から徒歩3分
11：30～14：00
17：00～20：00
月曜日（祝日の場合振替）
あり
座敷16畳・テーブル30席

だ
け
仕
入
れ
る
の
で

新
鮮
。
に
ぎ
り
1
5

0
0
円
〜
2
5
0
0

円
が
人
気
。
変
わ
り

種
で
ア
ボ
カ
ド
刺
身

4
0
0
円
、
く
じ
ら

の
竜
田
揚
げ
7
0
0

円
、
あ
ん
き
も
ポ
ン

酢
8
0
0
円
も
好
評
。
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片
貝
漁
港
の
そ
ば
に
あ
る
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
・
サ
ン

コ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
。
こ
こ
で
栽
培
さ
れ
る
ハ
ー
ブ

（
2
0
0
種
以
上
）と
、
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
魚
貝

類
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
園
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・
パ
ニ
エ
」
で
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
に
、
シ
ェ
フ
田
中
君
典
さ
ん（
57
歳
）お
す

す
め
の
「
イ
ワ
シ
の
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
」（
6
0
0
円
）と

「
白
身
魚
の
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
」（
セ
ッ
ト
1
5
0
0
円
）

は
逸
品
。
ハ
ー
ブ
の
香
り
が
絶
妙
で
す
。
食
後
に
ハ
ー

ブ
入
り
手
作
り
ケ
ー
キ
も
美
味
。
園
内
に
は
リ
ー
ス
作

り
が
体
験
で
き
る
ハ
ー
ブ
工
房
、
遊
具
施
設
、
小
動
物

千
葉
〜
九
十
九
里
〜
大
多
喜
　
　
☆
「
ゆ
と
り
」
読
者
特
典
　
　
＝
所
在
地
　
　
＝
交
通
　
　
＝
営
業
時
間
　
　
＝
定
休
日

●
食
を
豊
か
に
す
る
ハ
ー
ブ
の
香
り

「
ラ
・
パ
ニ
エ
」
（
山
武
郡
九
十
九
里
町
）

小
屋
も
あ
り
、
家
族

連
れ
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

山武郡九十九里町片貝
4477-2
0475-76-6581
車で千葉東金道路→
Ｒ126→東金片貝線
4～11月9：00～18：00

（入園料￥300）
12～3月9：00～17：00
（1・2月9：30～）無料
火曜日（祝日の場合振替）
※オートキャンプ場完備

●
タ
ネ
の
大
き
さ
他
店
の
３
倍

「
江
戸
ッ
子
寿
司
」

寿
司
の
命
は
シ
ャ
リ
と
タ
ネ
。
そ
の
両
方
を
満
足
さ

せ
て
く
れ
る
の
が
老
舗
「
江
戸
ッ
子
寿
司
」。
し
か
も
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
と
あ
っ
て
、
遠
方
か
ら
家
族
連
れ

や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
諸
氏
が
連
れ
だ
っ
て
訪
れ
ま
す
。

タ
ネ
の
大
き
さ
は
噂
通
り
。
な
ま
は
ん
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
マ
グ
ロ
な
ど
の
”切
り
も
の
“は
、
す
べ
て
他

店
の
3
倍
。
ご
主
人
の
鈴
木
正
三
さ
ん（
48
歳
）は
毎
朝
、

船
橋
と
成
田
の
各
市
場
へ
交
互
に
出
か
け
、
マ
グ
ロ
10

kg(

約
1
0
0
人
前)

を
は
じ
め
、
季
節
の
魚
を
当
日
分

（
千
葉
市
若
葉
区
）

●
自
然
を
味
わ
う
炉
端
焼

「
童
　
子
」（
夷
隅
郡
大
多
喜
町
）

春
は
タ
ケ
ノ
コ
料
理
や
山
菜
料
理
。
夏
に
は
ホ
タ
ル

や
山
の
涼
風
、
虫
や
鳥
の
声
な
ど
自
然
を
肴
に
舌
鼓
。

秋
に
は
栗
ご
は
ん
や
き
の
こ
、
山
イ
モ
。
冬
は
炉
端
で

地
酒
や
竹
酒
で
体
の
芯
ま
で
ホ
ッ
ト
に
。

炉
端
焼
「
童
子

わ
ら
べ

」
は
い
す
み
鉄
道
総ふ

さ

元も
と

駅
か
ら
南
へ

約
4
km
、
平
沢
ダ
ム
近
く
の
竹
林
に
囲
ま
れ
た
店
。
純

和
風
の
構
え
が
周
囲
の
自
然
に
と
け
込
ん
で
い
ま
す
。

食
材
は
魚
介
類
に
肉
と
町
特
産
の
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
。
単

品
の
ほ
か
魚
介
類
が
中
心
の
3
0
0
0
円
コ
ー
ス
か
ら

シ
ー
フ
ー
ド
と
ス
テ

ー
キ
の
1
0
0
0
0

円
ま
で
7
コ
ー
ス
。

「
食
は
遊
び
。
子
供

の
よ
う
に
遊
び
な
が

ら
楽
し
く
食
べ
て
ほ

し
い
」
と
オ
ー
ナ
ー

の
渡
辺
多
美
子
さ
ん
。

店
名
も
渡
辺
さ
ん
の

食
の
哲
学
か
ら
付
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

夷隅郡大多喜町平沢1605
0470-84-0354
いすみ鉄道総元駅から
タクシー
11：30～22：00
要予約
本館４室　離れ２室
あり
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佐倉市上座558-58

043-463-6662

京成線ユーカリが丘駅

北口から徒歩3分

10：00～20：00

ランチ11：30～15：00

不定

あり

松戸市東平賀42-2

047-346-0057

JR常磐線北小金駅から

徒歩約７分

11：30～14：00

17：00～22：00

不定　

50名様まで

約10台 ※送迎バス有

船橋市湊町1-2-21
047-433-3383

JRまたは京成船橋駅
から徒歩5分
平日11：30～14：00

17：00～20：30
休日11：30～15：00

17：00～20：30
月曜日　　あり
畳20人・テーブル32席

”あ
じ
さ
い
寺
“
と
し
て
有
名
な
松
戸
市
の
本
土
寺
。

夜
桜
や
紅
葉
の
季
節
に
も
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
参
道
に
今
年
2
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
で
、
店
名
は
「
大
門
通
り
」
と
い
う
地
名
に
ち
な
ん

で
い
ま
す
。
初
め
て
の
出
店
に
意
気
込
む
店
主
の
長
谷

川
さ
ん
が
毎
朝
、
市
場
や
魚
河
岸
で
仕
入
れ
て
き
た
素

材
を
、
旅
館
や
料
亭
で
長
年
磨
き
あ
げ
た
腕
で
存
分
に

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
日
替
り
の
メ
ニ
ュ
ー
の
数
々
。

1
階
は
カ
ウ
ン
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル
、
和
室
。
2
階
は

最
新
カ
ラ
オ
ケ
を
備
え
た
御
座
敷
で
す
。

●
門
前
で
食
す
創
作
割
烹

「
大
　
門
」
（
松
戸
市
）

●
手
作
り
フ
ラ
ン
ス
菓
子

「
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

シ

ェ

ー

ネ

」

平
成
12
年
12
月
に
北
習
志
野
の
住
宅
街
か
ら
国
道
2

9
6
号（
成
田
街
道
）沿
い
に
移
転
。
明
る
い
雰
囲
気
の

カ
フ
ェ
・
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
店
内
に
は
、
ケ
ー
キ
や
タ

ル
ト
な
ど
の
焼
菓
子
が
30
種
以
上
も
並
び
、
1
個
1
5

0
円
〜
3
5
0
円
。「
香
り
、
味
、
食
感
の
バ
ラ
ン
ス
が

大
切
」
と
語
る
店
主
・
長
屋
さ
ん
は
新
商
品
作
り
に
も

意
欲
的
で
す
。
不
定
期
で
す
が
、
お
菓
子
講
習
会
や
男

性
向
け
の
菓
子
教
室
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

飲
み
物
は
2
0
0
円
〜
。
4
種
類
の
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト

も
好
評
で
飲
み
物
付
き
で
7
8
0
円
〜
。

(手前から時計回りに)モンブラン、イチゴ
のショートケーキ、ヴァレドージュ(各350
円)。ケーキ、焼菓子は1個150円～350円。

（
佐
倉
市
）

松
戸
〜
船
橋
〜
佐
倉
　
　
　
☆
「
ゆ
と
り
」
読
者
特
典
　
　
＝
駐
車
場
　
　
＝
団
体
の
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
　
　
＝
席
数
・
部
屋
数

※特に記載のお店以外は消費税別途となります。

●
粋
人
に
好
み
の
味
と
風
情

「
船
橋
更
科
」
（
船
橋
市
）

同
店
に
、
知
る
人
ぞ
知
る
人
気
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま

す
。
地
酒
と
お
蕎
麦
コ
ー
ス（
1
6
5
0
円
〜
2
2
0
0

円
）が
そ
れ
。
全
国
の
銘
酒
一
合
を
そ
ば
味
噌
、
板
山
葵

い
た
わ
さ

、

卵
焼
き
な
ど
を
肴
に
味
わ
う
も
の
で
、
仕
上
げ
は
北
海

道
・
沼
田
産
の
そ
ば
粉
百
％
の
も
り
そ
ば
、
ま
た
は
か

け
。
ご
主
人
の
蕪
木

か
ぶ
ら
ぎ

さ
と
る
さ
ん（
31
歳
）が
作
家
・
池

波
正
太
郎
の
世
界
に
憧
れ
て
演
出
し
た
舞
台
で
す
。

自
ら
が
石
臼
を
ひ
い
て
作
る
そ
ば
に
は
香
り
と
甘
み

が
十
分
。
か
き
揚
げ
天
も
り（
1
5
0
0
円
）、
鳥
汁
そ

ば（
8
3
0
円
）な
ど

も
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
、

季
節
を
問
わ
ず
食
さ

れ
て
い
ま
す
。「
昔
の

仕
事
が
し
た
く
て
」

こ
の
道
に
入
っ
た
蕪

木
さ
ん
。
素
材
を
生

か
す
た
め
に
薬
味
や

大
根
お
ろ
し
な
ど
、

す
べ
て
手
作
り
。
味

は
保
証
付
き
で
す
。

大理石のカウンターと白木のモノトーン

で落ち着いた雰囲気の１階。サービスラ

ンチ750円。おまかせミニ会席2,000円～。

おまかせ創作料理3,000円～。




